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肥
前
島
原

松
平
文
庫
本

「
千
載
佳
句
」
に

つ
い
て

金

原

理

千
載
佳
句

に
つ
い
て
は
既

に
、
金
子
彦
次
郎
氏

(註

1
)
、
川

口

久

雄

氏

(
註
2
)
な

ど
先
覚

の
業
績

が
あ
り

、
特

に
後
者
に
お

い
て

、
現
存
諸

本
に

つ

い
て
の
書
誌

的
な
追
求

が
な
さ
れ
て

い
る
。

川
[
氏

は
、
千
載
佳

句
の
諸
本
と
し
て
、

　
内
閣
文
庸

所
蔵
甲
本

(浅

草
文
庫

、
和
学
講
談
所
旧
蔵

の
も

の
)
、
九
行

書
ゲ
本

一
冊
。

(
以
下

「
甲
本
」
と
略
称
す

る
)

　
内
閣
文
庫
所
蔵

乙
本

(
林
家
旧
蔵
の
も

の
)
、
八
行
書

写
本

二
冊
。

(
以

下

「
乙
本
」
と
略
称
す
る
)

　
上
野
図
窪
、
館
所
蔵
本

、
八
行
書
写
本

一
一冊

。

(
以
下

「
上
本

」
と
略
称
す

る
)

　
市
河
寛
斎

旧
蔵
本
、
存

否
不
明

。

の
四
本
を
紹
介

し
て
お
ら
れ
る

。
以
下
松
平
文
庫
所
蔵
本

と
こ
れ
ら

四
本
の
う

ち
現
存
す
る
三
本

と
の
親
近
関
係
を
検
討
し
、
結
論
に
お

い
て

は
、
同
じ
く
後

ご
条
院
震
翰
本
の
流

れ
に
立

つ
も
の
で
は
あ
る

が
、
ウて
れ
ら
と
は
別
系
統
に
属

す
る

一
本

で
あ
る
こ
と
を
述

べ
て

み
た

い
の
で
あ
る
。

本
書

(
以
下

「
松
本

」
と
略
称
)
は

こ
巻

一
一冊
、
各
冊
縦

ご
十
九
糎

、
横

ご

○

・
五
糎
。
茶
色
表
紙

。
袋
綴
。
上
巻
は
題
籏

が
失
わ
れ
た
あ
と
に

「
千
載
佳

句
」
と
打
付
書

。
下
巻

は
題
籏
は
表
紙
左
肩

に
位
置
し
て
や

ゝ
小

さ
く
、

「
千

載
佳
句
」
と
記
す

。
墨
付
は
上
巻
、
四
十
三
丁
、
下
巻
、
四
十
五
丁
、
上
下
と

も
に
前
後

一
丁
ず

つ
白
紙
を
有
す

る
。

一
面
八
行
書
。
内
題
あ
り

。

ま
た
奥
書

の
全
文
は
次
の
五
ケ
条

か
ら
成

っ
て

い
る
。

一
、
或

云
本
朝
作
在
此
中

鰍
云

ミ

本
云異
本
・衣
云

前

江
納
言
維
時
撰

之
云
.

江
納
言
維
時
撰
集
云
、

　、
本
.万
正
安
第

二
年
大
呂
十

一
日
以
前
式
部
少
輔
藤
原
春
範
本
校
合
之
/

(
マ
マ
)

　、
千
載
桂
句
一一巻
者
以
後
ご
条
院
震
翰
本
写
之
詑
奥
書
/
日
江
納
言
維
時
撰

之
而
正
安
一一年
以
藤
原
春
範
之
本
校
合
/
之
云
、故
維
時
之
傳
春
範
之
系

圖
考
之
以
附
左
/



山盲
寛
文

四
年
如
月
下
涜

四

大

江
維
時
の
略
歴

。

(こ
れ
は
公
卿
補
任

に
全
く
同
じ
。
)

五

式
部
少
輔
藤
原
春
範
系
図

。

(
こ
れ
は
現
在
流
布
し
て

い
る
も

の
と
は
食

い
違
う
点
も

あ
る
が
、
尊
卑
分

脈
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
)

(
但
し
、
一

～
五
の
番
号
は
整

理
の
た

め
に
筆
者

が
施
し
た
も
の
、
/

は

改
行

を
示
す

。
)

さ
て
、
こ
の
奥
書
を
先
に
掲

げ
た
三
本
と
比
較
す

る
と

、
一
と
口
は
諸
本
共
通

の
も
の
て
あ
る

が
、
口
以
下
は
松
本
独
自
の
も
の
で
あ

る
。

松
本
以
外

の
箪
、細
.口
は
次

の
通
り

て
あ
る
。

ω

乙
本
と
上
本
に
は
一

・
口
の
次
に
林
春
斎

の
長

い
蹟
交

が
あ
る
。
そ

の
全

・文
は
木
に
よ
れ
ば
左
の
通
り

て
あ
る

。

今
救
之
春
洛
詐
佑
齎
二
冊
来
其
標
題
日
千
/
載
歳
佳
句
傳
構
乾
元
帝
辰
筆

也
巻
末
細
書
日
江
/
納
言
維
時
撰
其
所
纂
抄
皆
唐
詩
而
元
白
之
/
句
過
半

其
作
者
可

一
百
五
十
人
其
詩
可
千
/
八
十
首
大
案
取
一
聯
而
載
全
篇
者
幾

希
想
/
夫
公
任
朗
詠
倣
此
部
類
揮
其
協
罪
曲
而
加
/
本
朝
詩
句
者
乎
然
朗

詠
成
干
後
而
行
干
世
/
此
者
成
於
前
而
蓼
・

本
朝
書
目
亦
關
焉
/
蓋
江

家
秘
而
珍
蔵
遇
其
家
門
断
絶
而
此
集
/
亦
混
其
所
傳
窮
幸
存
而
在
官
庫
染

奎
翰
者
/
乎
書
佑
素
知
姫
路
拾
遺
嗜
倭
書
而
往
呈
之
/
拾
遣
使
筆
吏
窮
之

不
日
而
成
欣
然
殊
甚
余
/
亦
有
好
古
之
癖
借
拾
遺
之
本
謄
、焉
為
弘
文
/
院

之

一物
由
是
推
之
則

本
朝
之
蛋
記
有
其
/
名
而
其
書
不
存
者
或
其
有
時

而
顕
亦
不
可
知
/
焉
鳴
呼
何
時
有
陳
農
之
求
哉
就
思
此
集
所
/
取
唐
人
之

句
維
時
悉
見
其
全
集
乎
抑
亦
有
/
所
傳
聞
乎
其
博
睡
、量
其
容
易
乎
哉
方
今

余
/
家
唐
詩
数
百
巻
有
各
集
有
類
纂
暇
日
併
考
/
而
知
其
全
篇
正
其
陶
陰

則
千
歳
之
同
志
乎
/
若
夫
昔
傳
而
今
不
存
者
偶
在
此
中
則

一聯
/

一
句
亦

是
中
流

一
壷
之
謂
乎
寛
文
四
年
甲
/
辰
孟
夏
四
日
弘
文
院
林
畢
十
賑

(但
し
/
は
改
行
を
示
す
。
)

こ
ゝ
で
、
乾
元
帝
と

は
乾
元
元
年

(
一
三
〇

二
年
)
に
即
位
し
た
後

一
一条
帝

の

こ
と

で
あ
り
、
姫
路
拾
遺

と
は
榊
原
忠
次
の
こ
と
で
あ
る

。
こ
の
蹟

文
は
松
本

の
奥
書
日

の
記
載
と

一
部

剛
致
す
る
。

さ
て
、
林
春
斎
と
榊
原
忠
次
と
初
代
島
原
藩
主
の
松
平
忠
房
と

が
き

わ
め
て

親
し

い
閥
柄

に
あ

っ
た
と

い
う

こ
と
は
、
中
村
幸

彦
先

生
が
既
に

「
交

学
」
に

発
表
さ
れ
た
論
文

で
指
摘
し
て
お
ら
れ
る

(
註
3
)
と

こ
ろ
で
あ
り
、
松
本
千

載
佳
句
に
は
、
尚
舎
源
忠
房

の
印

は
な

い
が
、
奥
書

に
寛
文

四
年
如
月
下
涜
と

も
あ
り

、
た
と
え
りて
れ
が
本
書
の
親

本
の
奥
書

で
あ

っ
た
に
し
て
も

本
書

の
書

写
も
、
そ
れ
を
隔
た
る
こ
と
遠

い
も
の

で
な
く
、
寛
文

・
元
禄

の
問

の
書
写
に

か
ゝ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
筆
・跡
そ

の
他

か
ら
察

し
・つ
る
の
で
あ
る
。
川
口

氏
は
、
上
本
は
乙
本

の
転
写
本
だ
と
考
え
て
お
ら
れ
る

が

(
註
4
)
、
こ
の
こ
と

は
後
述
の
如
く
多
少
問
題
が
あ
る
。
又
前
述
し
た
よ
う

に
、
松
本
は
寛
文
四
年

ご
月
下
旬
に
写
さ
れ
た
と

い
う
奥
書
を
有
し
、
乙
本
は
寛
文

四
年
四
月
四
日
に

写

さ
れ
て

お
り

、
そ
の
問

に
一
一ケ
月
の
差

が
あ
る
。
又
前
述

の
乙
本
の
林
春
斎

の
蹟
文

に
よ
れ
ば
、
榊
原
忠
次
は
寛
文
四
年

の
春

に
後

ご
条
院
哀
翰
本
系
統

の

一
本
を
写
し
て

い
る
。

(
こ
の
本

は
現
存
し
な

い
が

一
応
榊

原

本

と

名
付

け

る
。
)
こ
の
榊
原
忠
次

が
写
し
た
本
は

二
冊
本

で
あ
り

、
し

か
も
榊
原
本
を
写

し
た

乙
本

が
八
行
書

二
冊
本

で
あ
る
。

(
榊
原
本
が
八
行
書

ご
冊
本
で
あ

っ
た

と

い
う

こ
と
は
想
像

に
難
く
な

い
。
)

一
方
、
松

本
千
載
佳
句
も
前

述
し
た
よ

、



え



う
に
、
八
行
書

二
冊

本
で
あ
る

。
又
、
前
掲

「
文
学

」
の
論
文

で

(
註
5
)
中

村
幸
彦
先

生
は
忠
房

が
集
め
た

写
本

の
原
本

の
拠
り

所
の

一
つ
に
榊
原
忠
次
の

女
庫
を
数
え
て
お
ら
れ
る
。
以

上
の
よ
う
な
諸

点
か
ら
、
松
本

が
榊
原
本
の
転

写

本

で

は

な

い
か
と
の
疑

い
が
濃
く
な
る

の
で
あ
る

が
、
し
か
し
こ
れ
に

つ

い
て
は
後

に
詳
し
く
考
察

を
加

え
て
、
そ

の
然
ら
ざ
る
こ
と
を
述

ぺ
よ
う
と
思

・つ
o

　
甲
本
に
は
、
一

・
　
以
外

の
記
載
は
な

い
。
し
か
も

一
冊
本

で

一
面
九
行

書

き
で
あ
り

、
そ

の
点

か
ら

で
は
松

本
と
の
関
係

は
明
瞭

で
は
な

い
。

以
下
で
は
本
女

の
内
容
に

つ
き
、
一
句
の
配
列
順
序

、
口
乎

古

止

点

の

表

記
、
日
詩
題
及
び
作
者
名

の
記
載
、
㈱
異

字
、
五
送

り
仮
名

・
返
点

の
五
点
に

つ
い
て

比
較
検
討
を
試

み
る
。
は
じ
め
に
体
裁

、
奥
書
な
ど

か
ら

み
て
松

本
と

き
わ
め
て
近

い
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
乙
本

か
ら
考
察

し
て

い
く

。

第

一
点

、
句

の
配
列
順
の
問
題
と
は
、

二

一
八
番
と

ご

一
五
番
と

が
入
れ
替

っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
即

ち
、
甲

・
乙

・
上
三
本

で
は
、

一
一
一
五

黄
瀕
纈
林
寒
有
葉
碧
瑠
璃
水
浄
無
風

ご

一
六

心
灰
不
及
櫨
中
火
髪
雪
多
旋
瑚
下
霜

ゴ
一
七

万
物
秋
霜
能
壊
色
四
時
冬
日
寂
彫
年

一二

八

清
洛
暁
光
鋪
玉
蟹
上
陽
霜
葉
勇
紅
絹

一コ

九

煙
波
半
落
新
沙
地
鳥
雀
群
飛
欲
雪
天

白涯
大
湖

白冬
至
夜

白歳
晩
旅
望

劉
萬
錫

初
冬
同
上

(
但
し

、
引
用
は
甲
本

、
番

号
は
金
子
氏
翻
刻

本
に
倣

い
、
乎

古

止
点

、
返

点

、
送
り
仮
名
は
省

略
し
た
。
な

お
白

は
白
楽
天
を
指
す
。
)

と

あ
る
が
、
松
本

で
は

一
一
一
八

・
二

一
六

・
二

一
七

・
ご

一
五

・
二

一
九

の
順

に
並
ん
で

い
る

。
金
子
氏
に
よ
れ
ば

(
註

6
)

作
者
名
を
前
後
倒
錯

せ
る
も

の
例

へ
は

、
巻
上
、

冬

興

蔀

ご

一
七

・

一
一
一
八

。
一
一
一
九
に
、

(以

下
右
の
本
文
記
載
、
今
省
略

)
と
あ

っ
て

、

「
煙
波

云
々
」

の

一
聯
も
亦
、
恰
も
劉
禺
錫

の
作
た
る
か
の
如

く
見

え
る

が
、
さ
き

に
も
言
及
し
て
お
い
た
や
う

に
、
こ
れ
実

は

一
首
を
隔
て
て
ゐ

る

「
白

。
歳
晩
旅
望
」
と
あ
る
詩
句
の
後
聯
な
の

で
あ
る
か
ら

、

「
消
洛

云

々
」
の

一
聯

の
注
記
と
共
に
、
前
後
置
換

へ
ら
れ
る
時
、
こ

ゝ
に
始

め

て

正
し
き
位
置
に
復
す
る
こ
と
と
な

る
の
で
あ
る
。

と

さ
れ
る

、
つ
ま
り

二

一
九
は

二

一
七
の
後
聯
な
の

で
あ
る
。
松
本

に
し
て
も

正
し

い
並
び
方

で
は
な

い
の
で
、
こ
れ

の
み
で
は
他
の
本

と
の
優
劣

は
決
し
難

い
。第

二
に
、
乎
古
止
点
に

つ
い
て

。
松
本
に
は
全
巻
に
亙
っ
て
乎
古
止
点

が
施

さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
乙
本

に
は
そ
れ
が
な

い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
前

掲

の
蹟
文

に

い
う
榊
原
忠
次

が
京
都

の
書
騨

か
ら
出
た
本
を
筆
吏

に
写
さ
し

め

る
際
に
省

い
た

か
、
或
は
林
春
斎

が
忠
次

の
本
を
写
す
際
に
省

い
た

か
の

い
ず

れ
か
と

い
う
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
が
、
前
者
の
可
能

性
に

つ
い
て
は
、
親
本

に

乎

古
止
点
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
書

写
を
命
ぜ
ら
れ
た
筆
吏
が
恣
意

で
省
く
と

い
う
こ
と
は
考

え
に
く

い
し
、
又

榊
原
本

に
乎
古
止
点
が
あ
っ
た
の
を
、
そ

れ
を
借
り

た
林
春
斎

が
意
識
的
に
省

い
た

と
し
た
ら

、
何
ら
か
そ
の
こ
と
に

つ



い
て
嚴
文
中

に
こ
と
わ
る
は
ず

で
あ
る
に
も

か
ゝ
わ
ら
ず

乙
本
の
践
文

に
、
そ

う

い
っ
た
記
載

が
全

々
見

え
な

い
。
察
す
る
に
京
都

の
書
騨

か
ら
出
た
震
翰
本

に
既
に
点
が
な
く

、
榊
原
本
、
乙
本
は
そ
れ
を
写
し
た

に
す
ぎ
な

い
の
で
あ
ろ

う
。次
に
川

口
久
雄

氏
が
現
存

三
本

の
う

ち
で
最
善
本
と
さ
れ
て

い
る
甲
本
と
松

琳
と
を
、
乎

古
止
点

に
関

し
て
比
較
し
て

み
ょ
う
。
前

述
し
た
よ
う
に
、
松
本

が
全
巻
に
亙
っ
て
乎
古

止
点
が
施

さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
甲
本

で
は
四
三

七
番
、
す
な

わ
ち

「
経

過
」
部
の
終

わ
り
ま

で
し

か
施
さ
れ
て

い
な

い
。
そ
の

原
因
に
つ

い
て
は

、
明
ら

か
に
し
難

い
。
今
,
、
四
三
七
番
ま

で
を
比
較
し
て
み

る
と
次

の
よ
う
な
結
果

が
得
ら
れ
る

。

一

。
点

松

不
に
あ
っ
て
甲
本

に
な

い
個
所
六
四
。

甲
木

に
あ
っ
て
松
本

に
な

い
個
所

四
。

。
点
と

・
点
の
ち
が

い
六
個
所

。

点
の
位
置

の
ず

れ
た
も

の

一
個
所

。

二

朱
点

(
星
点
)

松
本

に
あ

っ
て
甲
本
に
な

い
個
所
九
三
。

甲
本

に
あ
っ
て
松
本

に
な

い
個
所

ご
七
。

一
一本
と
も
に
あ

っ
て
両
者
に
異
同
の
あ
る
個
所

四
ご
。

そ

の
最
後
の
例
を

一
一、
三
挙
げ
る
と
、

三
三
、
西
施
顔
色
今
何
在
…

…
…

松

本
で
は

「
施
」

に
、
字

の
中
央
部

に
点

が
施
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
甲

本

て
は

「
施
」

の
直

下
に
施

さ
れ
て

い
る
。
江
家

点
に
よ
れ
ば
前
者
は

「
ノ
」

の
点
、
後
者
は

「
ス
」
の
点
で
、
こ
ゝ
は

「
西
施

ノ
顔
色
」

と
読

み
下
す

ぺ
き

で
、
松
本

の
点

が
正
し

い
。

九
一
一、
楊
柳
什化
{瓢
」新
白
南
ヨ
:
・:
・

松

本
で
は

「
瓢
」
の
直
下
に
点
が
あ
り

、

「
新
」
に

「
ナ

ル
」
と

い
う
送
り

仮

名

が
施

さ
れ
て

い
る

の
に
対

し
て
、
甲

率

で

は

「
瓢

」
に

は

点

が

な

く
、

「
新
」
に

「
ナ
リ
」

の
点

が
施
さ
れ
て

い
る
。
こ

ゝ
は
、
松
本
、
甲
本
共
通
の

点
を
も
考
慮
し
て
読

み
下
す
と
、

「
花
は
瓢

ス
新

ナ

ル
白
雪
を
」
と
な
る

べ
き

で
、
松
本

の
点

が
正
し

い
こ
と
に
な
る
。

二
七
七
、
莫
野
月
明
思
往
事
…
…

「
思
」
に
対
し
て
、
松
本

で
は
右
上
隅
に
点

が
施
さ
れ
て
お
り

、
甲
本

で
は
右

の
中
央
部
よ
り
や

ゝ
上
部

に
点
が
施

さ
れ
て

い
る
。
前
者

は

門
ヲ
」
の
点
、
後

者

は

「
コ
ト
」

の
点

で
あ
る
。
こ

ゝ
は
へ
両
本
共
通
の
点
を
も
考
慮

に
入
れ
て

読

み
下
す
と

「
牲
事
を
思

コ
ト
な

か
れ
」
と
な
り
、
甲
本

の
点

が
正
し

い
。

(
引
用
は
松
本
に
よ
っ
た

が
、
声
点

・
乎
古
止
点

・
送
り
仮
名

・
返
点
な
ど

は

省
略

し
た

。
)
先
に
掲
げ
た
よ
う

に
、
四
三
七
句

(
一
句

七
言

の

二
聯

、
す

な

わ

ち

十

四

字
)
中
、
松
本

と
甲
本
と
異
な

っ
て

い
る
所
は

わ
ず
か
に
四

二

個

所

で

あ

る
。
こ
の
四
二
個
所
を
、
右
に
そ
の

一
部

を
示
し
た
如
く
、
江
家

点

に
菅
家
点
を
補

っ
て
読

み
下
し
、
松
車

と
甲
本
と

の
正
誤
を
検
す

る
と

、
次

の
結
果

を
得
る

。
甲
本
の
方
が
正
し
く
読
ま
れ
て

い
る
個
所
は

一
八
、
松
本

が

正
し
く
読
ま
れ
て

い
る
個
所
は

こ
四
で
、
松
本

が
や

ゝ
す
ぐ
れ
て

い
る
。
し

か

し
全
体

の
乎
古

止
点

か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
差

は
き
わ

め
て
小

さ
な
も

の
で
、
こ

の
こ
と

か
ら
、
両
本
と
も
に
原
型
の
乎

古
止
点

を
か
な
り
忠
実

に
伝

え
て

い
る

と

い
う

こ
と

が
言

え
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
川
口
氏
は
甲
本

に
つ
い

て
、

太
文
の
交

字
に
古
体
漢
字
を

つ
か

い
、
訓
点
も
平
安
朝
の
古
色
を

つ
た



え
る
よ
う

で
、
唐
詩
な
か
ん
ず

く
白
詩

が
ど
の
よ
う

に
訓
ま
れ
て

い
た

か

を
知
り
得
る
貴
重
な

一
資
料

で
あ
る

。

(
註
7
)

と
述

ぺ
て

お
ら
れ
る

が
、
こ
の
こ
と
は
松

不
に
つ

い
て
も
そ
の
ま

ゝ
あ
て

は
ま

る

て
あ

ろ
.つ
。

次

に
句
数
に

つ
い
て
比
較
し
て

み
よ
う

。
甲
本

が
松

本
よ
り

一
句
少
な

い
。

七

一
〇

が
な

い
の
で
あ
る
が
、
今
、
、
そ

の
前
後
を
こ

ゝ
に
掲

げ
て
み
る

。

七
〇
八

(詫
8
)

坐
久
欲
醒
還
酩

配
夜
深
監
散
更
蜘
躍

七
〇
九

玉
殿
笙
歌
宜
此
夜
更
看
明
月
照
高
楼

七

一
〇

蟻
炬
焼
残
銀
漠
灰
羽
賜
飛
急
玉
山
傾

逃
夜
宴

白夜
客
酔
後

徳
宗
皇
帝

・

秋
夜

L

方
工-

同
諸
先
輩

遊
涯
鏡
湖

(
引
用
は
松
本

に
よ
る

。
た

ゞ
し
、
乎

古
止
点

。
返
点

・
送
り
仮

名
な
ど

は
省
略
し
た
。
七
〇
九
の
終
り

の
」
は
甲
本
の
丁
数

の

変

わ
り

目

を
示

す
。
)

こ

の

よ

う

に
、
正
し
く
は

七

一
〇

が
丁
の
最
初
に
来

ぺ
き
と
こ
ろ
、
七

一
〇

の
次

が

「
逃
夜
寡
」
と
な

っ
て

い
る
た

め
、
甲
本

の
親
本

が
七

一
〇
で
丁
変

わ

り
に
な
っ
て
、
次

の
丁

の
最
初

が

「
逃
夜
宴
」
に
な

っ
て

い
た
の
を
、
甲
本

で

は
丁
変
わ
り

に
な

る
に
も

か
ゝ
わ
ら
ず

、
写
本

の
形
態

に
ひ
か
れ
て
七

一
〇
を

書
き
落
し
た

の
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
諸
本
間
の
重
要
な
差
異
に

は
な
る
ま

い
。

以

上
、
松
本

と
乙
本

、
甲
本
に

つ
い
て
特
徴
的
な
部
分

に
対
す
る
比
較

を
こ

ゝ
う
み
た

。
以
下
で
は

、
こ
れ
に
念
の
た

め
、
上
本
を
加
え
て
、
四
本
聞
の
比

較
検

討
を
こ

ゝ
う
み
る
。
ま
ず
欠
字
の
有
無

に

つ
い
て
考
慮
し
て

み
よ
う
。
そ

の
数
に

つ
い
て
見
て
み
る
と
次

の
如
く

で
あ
る
。

　
本
文

に
関
し
て

。

松
本
と
甲
本
と
に
は
欠
字
は
な

い
。
乙
本

は

一
個

所
、
上
本
は
六
個
所
に
欠

字

を
有
す

る
。

　
詩
題
と
作
者
名
の
記
載

に
関
し
て

。

そ

れ
ぞ
れ
の
諸

本
独

自
の
欠
字
に

つ
い
て
み
る
と
、
松
本

に
は

一
個
所
し
か

な

い
の
に
対
し
て
、
甲
本

に
は
八
欄
所
、
乙
本

に
は
四
個
所
、
上
本
に
は
九
掴

所
あ
り
、
上
本

に

一
番
多

い
。

　
部
門
別
の
題
に
関

し
て

。

甲
本
に
、
他

の
三
本

で
は
六

四
五
番
の
前

に
あ
る
、

「
露
荷
イ
有
此
題
」
と

い
う
部
分

が
落

ち
て

い
る
以
外
に
は
、
欠
字

は
な

い
。

次
に
こ
れ
ら
の
欠
字
の
在
り
方
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
註
目
す

ぺ
き
部
分
と

し
て

次

の

様
な

個
所
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

。
ま
ず

甲
本
に
お

い
て

、
三

〇
五
と
九
三
八
と

の
詩
題
と
作
者
名
と
が
す

ぺ
て
欠
け
て

い
る
こ
と

で
あ
る

。

こ
れ
は
共
に
そ
の
前
後

が
明
確
に
書

か
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
書
写
者

が
う

っ
か
り
書
き
落
し
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
甲
本
の
親

本
に
既

に
そ

の
部
分

が

な

か
っ
た
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
あ
る

。
次

に
、
同
じ
く
五
九
に
つ

い
て

み
る

と
、
五
九
は
、

喩

量
継

送

孝
廣
及

第
帰
彰
澤

と
な

っ
て

お
り
、
第

二
行

に
他

の
三
本
に
あ
る

「
欧
陽
」
の

ご
字

が
欠

け
て

い



る
こ
と
を
明
示

し
て

い
る

。
こ
れ
は
親
本
が
既
に
こ
う

で
あ

っ
た
か
、
或
は
親

本

の
こ

の
部
分

の
字
形

不
明

の
た

め
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
三
八
四
で

は

「
韓
」
と
あ
る

べ
き
所
、
偏

の
み
し
か
書

か
れ
て

い
な

い
。
こ
の
現
象

は
甲

本

の
み
で
な
く
、
上
本

に
も

み
ら
れ
る
。
本
文
六

一
六

・
六
四
四
で
、
こ
こ
は

そ
れ
ぞ
れ
他
の
三
本

で
は

「
焼
」

「
託
」
と
あ
る
と
こ
ろ
、
上
本

で
は

「
火
」

「
言
」
と

い
う
如

く
、
偏

の
み
し

か
書
か
れ
て

い
な

い
。

こ
の
上
本
と
乙
本

に
特
徴
的
な
個
所
と
し
て
、
七

一
五
の
詩
題

の
欠
字
を
挙

げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
七

一
五
は
、
松
本

・
甲
本
に
は
、

…
楊
工
部
欲
到
与

工
部
有
敷
水
之
期

…
…

(
傍
点
筆
者
)

と
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

乙
本

で
は

「
水

ノ
期
」
と
あ
り

、

「
之
」

が

「
ノ

」

に
置
き
変

わ
っ
て

い
る
。
上
本

で
は

「
水
期
」
と
な

っ
て

「
之

」
が
完
全

に

落

ち
て

い
る
。
本
来

「
水
之
期

」
と
あ
っ
た

の
を
乙
本
系
に
属
す

る
伝

写
本

(

京
都

の
書
騨
か
ら
出

た
本
、
榊
原
本

・
乙
本

自
身
な
ど
)
の
ど
こ
か
で
、
書
写

の
問

に

「
之
」

が
書

き
落
と
さ
れ
、
乙
本
の
如

く
脇

に
小
さ
く

「
ノ
」
と
書
き

入
れ
ら
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
上
本

で
は
さ
ら
に

「
ノ
」
が
脱
落
し

て
い
る
。

上
本
は

乙
本
の
転
写
本

だ
と

は
考

え
ら
れ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う

に
直
接

の
転

写
零

で
は
な
く
、
そ
の
周
に
少

な
く
と
も

一
本

が
介
在
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る

の
て
、
こ
の
現
象
も
納
得

て
き
る

。

以
上

、
欠
字
に
関
す
る
か
ぎ
り

で
は
松
本

が
も

っ
と
も
す
ぐ
れ
て
お
り

、
以

下
、
乙
本

、
甲
本
、
上
本
の
順
に
な
る
。

次
に
、
校
合

・
異
同

の
書
き
入
れ
の
有
無

に

つ
い
て
検

討
す

る
。

書
き
入
れ

の
個
所
は
、

一

本
文

松
本

一
九
、
甲
本

一
九

、
乙
本

一
四
、
上
本
六

ニ

詩
題
及
び
作
者
名

松
本

三
〇
、
甲
本

ご
七
、
乙
本

一
八
、
上
本

一
五

国

部
門
別

の
題

松
本
四
、
甲
大

四
、
乙
本
五
、
上
本

ご
、

以
上

の
よ
う
に
、
松
本
、
甲
本
に
多

く
、
乙
本
、
上
本
に

少

な

い
。

こ

ゝ

で
、
そ

れ
ぞ
れ

の
本
独
自
の
書
き
入
れ
に

つ
い
て
検
討
し
て

み
る
。
本
文

、
詩

題
及
び
作
者
名
、
部
門
別
の
題
を
通
じ
て
、
松
本
に

二
個
所
、
甲

本

に

六

個

所
、
乙
本

に

一
個
所
、
上
本
に

一
個
所
あ
る
。

一
、
松
本
に

つ
い
て

本
文

一
六
六

「
紫
閣
塔
西
清
滑
東
野
煙
深
庭
夕
陽
中
」

(
引
用
は
松
本

。
乎

古
止
点
そ
の
他

は
省
略

。
以
下
特
に
こ
と

わ
ら
な

い
場
合
は
引
用

は
松
本

に
よ

る
。
)
に

「
或

元
此
詞

」
と
あ
っ
て
、
こ
の

一
句
の
存
在

を

疑

っ

て

い

る
。

又
、
本
交

一
六
七

「
風
荷
老
葉

薫
條

緑
…
」

の

「
荷
」
に

「
イ
先
」
な
る
書

き

入
れ
が
あ
る
。

二
、
甲
本
に

つ
い
て

本
文

一
六
六
に

「
或
元
詩
」
、
同
じ
く

一
○

一
二

「
数
竿
脩
竹
衡
門
裏

…
偏

の

「
緕
」
に

「
循
イ
」
な
る
書
き
入
れ
が
あ
る

。
又
、
詩
題
及
び
作
者
名

で
一二

四
八

「
漸
江
逢

楚
老
侍
」

の

「
侍
」
に

「
持
」

、
八

七
五

「
菩
提
寺
上
方
晩
眺

望

」
の

「
望
」

に

「
イ

先
」
、
九

一
一
一
「
送
薫
慮

士
遊
勲
南
し

の

「
遊
」
に

「
イ
光
」
、
力
三
四

「
送
馬
舎
人
閣
老
往

嚢
陽
詩
」

の

「
詩
」
に

「
イ
」
と
そ

れ
ぞ
れ
書

き
入

れ
ら
れ
て

い
る
。

三
、
乙
本
に

つ
い
て

詩
題
及
び
作
者
名

の
記
載
の
三
四
九

「
曝
布
」
の

「
曝

」
に

「
漫
」
の
書
き

入
れ
が
あ
る
。

四
、
上
本
に

つ
い
て



詩
題
及
び
作
者
名

の
九
二

一

「
張
誇
」
の

「
誇
」
に

「
誇

」
な
る
書
き
入
れ

が
あ
る

。

以
上
の
如
く
甲
本

に
独

自
の
書
き
入
れ

が
多

い
こ
と
が
特
徴
的

で
あ
る
。

こ
れ
ら
四
本
の
書

き
入

れ
の
中

、
注
目
す

ぺ
き
は
、
五

〇
四
の
松
本
と
甲
本

と
の
仮
名
の
書
き
入
れ
で
あ
る

。
こ
の
本
文

は
、

五
〇
四

ハ
コ
ト

ハ
リ
ナ

リ

ハ
ミ

ヒ
ヒ

カ

ナ
リ

イ

ケ
ル

ハ
マ
タ

エ
タ
リ

ス
ル

モ
ア
モ

ノ

ナ

ワ

レ

マ
ロ
ヲ
ト

ほロ

死
是

老
閑

生

也
得

課

蝿
銀

奈
途

動
挽
言

と

い
う
も

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
松

本
で
は

「
シ
ヌ

ル
モ

コ
ト

ハ
リ

ヲ
ヒ

ヌ
ル

モ
ミ
ヤ

ヒ
ヤ
カ
ナ
リ
イ
キ

シ
イ

ケ
ル
モ
マ
タ

エ
タ
リ

モ
ノ
タ
ヒ
テ

ハ
ヤ
ツ
カ
リ

ヲ

ハ
イ
カ
ゝ

ハ
セ
ラ
レ
ム
ト

ス
ル
」
な
る
書

き
入

れ
が
な
さ

れ
て

い
る
。

(
甲

本
は

「
ヲ
ヒ
ヌ
ル
」
が

「
オ

ヒ
タ

ル
」
、

門
ミ
ヤ
ヒ
ヤ
カ
」

が

「
ミ
ヤ

ヒ
カ
」

と
な
っ
て

い
る
他

は
松
掌
と
同
様
。
)
後

述
す

る
よ
う

に
こ
の
句
は
返
点
の
付

け
方
に
占
点
本
的
特
徴
を
有
す
る
所

で
、
前
聯

七
句

の
読

み
方
が
、
こ
の
句
に

施

さ
れ
て
い
る
乎
古
止
点
、
送
り
仮
名
を
通
し

て
読

め
る
読
み
方
と
ほ
ぼ
一
致

し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら

、
こ

の
書
き
入
れ
は
、原
型
の
読

み
方
を
か
な
り
忠
実
に

伝

え
て
い
る

の
で
は
な

い
か
と
考

え
ら
れ
る

の
で
あ
る

。
次
に
、
松
本
以
外
の

三
本

に
は
異
本

の
校
合
書
き
入
れ
を

誤
っ
て
本
文
化
し
て

い
る
部
分

が
あ
る

。

そ

れ
は
.本
文
の

一
三

ご
、
詩
題
及
び
作
者
名

で
、
六

一
〇
、
六

一
三
、
部
門
別

の
題

二
個
所
に
見
ら
れ
る
。

一
三

二
で
は

「
イ
横
し
を
甲
本
、

乙

本

、

上

本

が
、
六

一
〇

で
は

「
イ
柳
」
を

乙
本
と
上
本

が
、
六

一
三

で
は

「
イ
柘
」
を
乙

本

と
上
本

が
、
部
門
別

の
題
に
お
い
て
は

コ
二
月
イ
」
を
上
本
が
、
同
じ
く

「
八

月

」
を

上
本

が
そ

れ
ぞ
れ
本
文
中
に
繰
り

込
ん
で
し
ま

っ
て

い
る
。
右

の
現
象

は
当
然
こ
れ
ら
諸
本
の
松

本
に
比
し

て
劣

る
こ
と
を

物
語
る
も
の
で
あ

る
。

以
上
の
結
果
を
要

約
す
れ
ば
、
本
文

的
優
劣
は
松
本

・
甲

本

・
乙
本

。
上
本

の
順
位
と
な
ろ
う

。

次

に
、
四
本
間
相
互
に
使
わ
れ
て

い
る
異
字
に

つ
い
て
考
察
し
て
み
る
。

ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
に
使

わ
れ
て

い
る
独

自
の
異
字
に

つ
い
て
、
そ

の
数
を
調

べ
る
と
、　
本
文

松
本

三
、
甲
本

一
一
、
乙
本

五
、
上
本

ご
七

　
詩
題
及
び
作
者
名

松
本

一
九
、
甲
本

一
六
、
乙
本

四
、
上
本

一
四

　
部
門
別

の
題

松

牢

ナ
シ
、
甲
本

一
、
乙
本

二
、
上
本
三

と

い
う
具
合
に
な
り

、
本
文
お
よ
び
部
門
別

の
題

で
は
上
本

が
最
も
多
く
、
松

本
と
乙
本
に
少
な

い
。
詩
題
及
び

作
者

名
て
は
松
本
は

一
九
個
所
と

四
本
中
最

も
多
く
の
異
字
を
有
す
る
が
、
こ
の
う

ち

「
蝦
」
が

四
個
所
、
蠕

が

一
個
所
と

い
う

よ
り

に
虫
偏
に
書
写
す

る
書

写
者

の
癖

の
現
わ
れ
て

い
る
所
を
除
外
す
る

と

、

一
一
個

所
に
な
る
。
こ
の
独
自

の
異
字

の
う
ち
、
正
し

い
字
を
伝
え
て

い

る
も
の
に

つ
い
て
考
え
て
み
る
。

一
、
松
本

④
六
文
一
八
五

薄
陽

江
色
潮
添
満
…
…

他
の
本
で
は

「
濫
㎏
の
所
が

「
尋
」

と
な

っ
て

い
る
が
、
こ
れ
で
は
意
味
が

通
ぜ
ず

、
松
本

が
正

し
い
。

一
〇
六
八

夢
中
説
夢
両
重
蛍

〆

「
両
」
が
他

の
本

で
は

「
雨
」
と
な

っ
て
い
る

が
、
通
行
太
白

楽
天
集
に
よ
れ

ば
雨

で
は
な
く
両

で

「
夢
中
に
夢
を
説
く
こ
と
は
即

ち
虚

言

で

あ

る
」

(註



9
)
の
意
と
な

る
。

　
詩
題
及
び
作
者
名

三
〇
三
、
ミ
五
三
、
三

八

一
一、
八
九
穴
の
狐
は
す

べ
て

「
令
狐
相
公
」
の

「

狐

」

で
あ
る
が
、
こ
れ
は

「
狐
」
が
正
字

で
、
他
の
三
本
の

「
孤
」
は
誤
り

で

あ
る
。九
三
七

送
陸
廿

一
及
矧
.帰

他

の
本

で
は

「
第

』
が

「
弟
」
に
な

っ
て
い
る
が
、
そ
れ

で
は
意
味
が
通

じ

な

い
。

二
、
甲
本

イ
本
文
四

一
〇

蟄
鷺

雷
驚
尚
未
飛

他

の
本

で
は

「
雷
し
が

「
雪
」
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ

ゝ
で
は
、

「
雷

が
鳴

っ
て
春

を
告
げ
て
も

尚
飛
翔
す
る
こ
と
が

で
き
な

い
」
(
註
10
)
の

意

で
雷
が

正
し

い
。

◎
詩
題
及
び
作
者
名

三

ル
八

喜
劉
蘇
州
思
賜
金
紫
遙
想
賀
睾
以
圏

之

他
の
本

て
は

「
慶
」
が

「
度

」
に
な

っ
て

い
る
が
、
「
度
」

で
は

意
味

が
通

じ
な

い
。
九
ご
三

他

の
本

で
は
元
名
と
あ
る
と
こ
ろ
、
甲
本

は
先
名

に
な

っ
て
お

り
、
こ
れ
が
正
し
い
。

三
、
乙
本

イ
本
文
一
七
五

両
三
.行
雁
帖
雲
秋

「
両
」
は
他
の
本

で
は

「
雨
」
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ

ゝ
は
雁
の
飛

ん
で
い
く

形
容

で
、
雨

で
は
意
味

が
通
じ
な

い
。

　
詩
題
及
び
作
者
名

三
七
ご

天
恐
文
章

渾
断
絶
還
生
質
島
在

人
間

の
句
を
白
楽
天
と
あ

る
の
を

韓
愈
に
正
し
て
い
る
。

四
、
上
本

本
文

二
五
個
所
中

正
し
い
記
載
と
考
え
ら
れ
る
の
は

一
個

所
も
な

い
。
詩
題

と
作
者
名
の
記
靴

で
は
三
七

一
一を

韓
愈
と

し
て

い
る
と
こ
ろ
の
み
が
正
し

い
記

載

で
あ
δ
。

次
に
、

ご
本
閥

に
共
通
に
使
用
さ
れ
て
い
る
異
字
に

つ
い
て
考
察
し
て
み
よ

う

。
第

一
表
に
示

し
た
よ
う

な
結

果
を
得

る
。

(第

一
表
)

(
但
し
、

「
松
」
は

「
松
平
本

」

。
「
甲
」
は

「
内
閣
本
甲
本
」
・
「
乙

」

は

「
内
閣
本

乙
本
」

・

「
上
」

は

「
上
野
本
」
)

表
の
数
字
が
示
す
通
り
、
松
本

は
、
甲
本
と
乙
本
と
に
そ
れ
ぞ

れ
同

じ
く
ら

い
の
共
通
異
字
を

有
し
、
上
本
に
対
し
て
は
前

二
者

の
約
半
分

の
共
通
異
字
し

か
有

し
な

い
。



つ
い
で
に
、
諸
零

の
異
字
の
う

ち
注
目
す

ぺ
き
点
に
触
れ
て
お
く
。
ま
ず
甲

本の
本
文

七
四
、
部
門
別

の
題
上
の

「
居

」
に
つ
い
て
み
る
と
、
七
四
は
、
「
三

春
月
照
千

山
路

…
」
と
あ
る

ぺ
き
所
が

「
三
春
春
千
山
路
…
」
と

な

っ

て

お

り
、
部

門
別

の
題

で
は
、

「
閑

居

・
閑
意
」
と
あ
る

べ
き
所
が
、

「
閑
居

・
閑

居
」
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
、
す

ぐ
上
位
に
あ
る
字
に
引
か
れ

て

犯

し

た

誤
写
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
、
甲
本
が
他

の
本

に
劣
る
部
分

で
あ

る
。
次

に
九
五
三
と
九
五
四
の
詩
題
に

つ
い
て
み
る
に
、
こ
れ
ら
は
共

に
賀
蘭

遂

の
作
品

で
あ
る
が
、
乙
木
と
上
本
は
、
松

本
、
甲
本

と
逆

に
題
が
入
れ
替

わ

り

、
且
つ

簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。

以
上

の
結
果
を
ま
と
め
る
と
、

一

独
自

の
異
字
は
木
文

と
部
門
別

の
題
に

お

い

て

松
本

が

一
番
少
な
く
、

次

い
て
乙
率
、
甲
本
、
上
本

の
順

に
な
る
。
し
か
し
、
詩
題
及
び
作
含
名

の

記
載

に
お
い
て
は
、
松
車

が

一
番
多
く
、
甲
本
、
上
本
と
な
り

、

一
番
少

な

い
の
は
乙
本

で
あ
る
。

二

た

ゞ
し
、
そ
の
う

ち
正
し
く
記
載
さ
れ
て

い
る
比
率
は
松
‡
が
最

大
で
、

圭
‡

が
最
少

で
あ
る
。

三

ご
本
閾
の
共

通
異
字

か
ら
判
断
す
れ

ば
、
松

本
は
甲
本
と
近
く
、
上
本

に

最
も
遠

い
。

四

甲
率

で
は
本
文

七
四
、
部
門
別

の
題
に
誤
写
が
あ
る
。
又

、
九
五
三
と
九

五

四
の
詩
題
の
記
載

は
乙
本
、
上
本

が
杜
撰

で
あ
る
。

以

上
の
よ
う
に
な
り

、
相
対
的
に
松
本

の
す
ぐ
れ
て

い
る
こ
と

が
証

さ
れ
る
。

個
所
、
上
本
に
は
わ
ず

か
六
個
所
に
し
か
な
く
、
こ
の
六
個
所
は
、
乙
本
の

「

五
個
所
中

に
す

ぺ
て
含
ま
り
、
又
乙
本
の

一
五

個
所
は
松
本
、
甲
本

と
す

ぺ
て

共
通

で
あ
る
か
ら
比
較

の
対
象
に
は
な
り
得
な

い
。
し
た
が
っ
て
こ

ゝ
で
は
、

こ

の
二
本

を
除

い
て
、
松
本
と
甲
本
と
の
比
較
を
こ

ゝ
う
み
る
。
一
一本
問

で
異

同
の
あ
ろ
個
所
は

二
〇
七
味
、
、
そ
の
う
ち
松
本

に
あ

っ
て
甲
六争
に
な
い
個
所

一

〇
八
、
逆
に
甲
本

に
あ

っ
て
松
本

に
な

い
個
所

一
四
で
、
そ
れ
ら
を
除

い
た

二

本
と
も
に
あ

っ
て
両
出.価
に
異
同

の
あ
る
も
の
を
抜
き
出

し
た

の
が
第

一
一表

で
あ

る

。
(第

二
表
)

次
に
送
り
仮
名

と
返
点
に

つ
い
て
述

ぺ
る
。
送
り
仮
名
は
、
乙
本
に
は

一
五



(
但
し
、

「
松
」

は

「
松
平
本
」

・

「
甲
」
は

「
内

閣
本
甲
本
」
。
)

○
松
本
の
方
が
詳
し

く
仮
名
を
施
し
て
あ
る
個
所

一
六
。

○
同
宇
に
異
な

っ
た
仮
名
を
施
し
た
も
の

一
一個
所
。

笑

エ
ム

(
松
)
ー

ア

ヘ
ム

(
甲
)

閑

ナ
カ
ラ

(
松
)
↓

カ
テ
ラ

(甲
)
。

以

上
の
点
に

つ
い
て
、
例

え
は
大
坪
併
治
氏

が
最
近
整
理
さ
れ
た
と
こ

ろ
に

よ
る
と

(
註

11
)
古
点
本
に
み
え
ろ
送
り
仮
名

の
特
色
と
し
て
、

一

ハ
↓

ワ
の
混
同
は
弘
仁

・
天
長
頃

か
ら

あ
り

、

ご

ヲ
^
∀
オ
の
混
同
は
平
安
初
期

に
は
じ
ま
り
、

一二

ヱ
◇

エ
、

へ
◇

エ
、
の
混
同
は
平
安
中
期
に
現
わ
れ
、

四

ヰ
・
V
ヒ
、
ヒ
・-V
イ
の
混
同
は
平
安
中
期
の
初

め
に
現
わ
れ
、

五

ウ
・
v
フ
の
混
同
は
平
安
中
M
頃
に
は
じ
ま
る
。

な
ど
を
挙
げ

て
お
ら
れ
る

が
、
こ
の
松
本
と
甲
本

に
は
、
こ
う
し
た
特
色
の
形

跡

の

一
部
を
伝
え
て

い
る
。

次
に
返
点
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
返
点
は
、
乙

軍
と
上
本
に

ご
個
所
、
共

通

の
場
所

に
施
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
松

本
で
は
木
文
中
に

ご
ご

一
個
所
、

詩
題
に

ご
○
個
所

、
甲
本
に
お

い
て
は
、
本
文
中

に

一
七
九
個
所
、
詩
題
に
七

個
所
施
さ
れ
て
お
り

、
上
本
と

乙
本
の

こ
個

所
は
こ
の
中
に
含
ま

れ

て

し

ま

う

。
さ
て
、
こ
の
松

本
と
甲
本

の
返
点

の
中
に
は
、
既

に
述

ぺ
た
よ
う
に
古
点
、

本

陶
特
色
を
有
す
る
所
が
あ
る
。

や
は
り
大
坪
併
治
氏
が
整
理
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と

(
註
12
)
、
古

点
本
の
特

色
と
し
て
、

○
後

世
は
、
数
字
は
文
字

の
左

下
に
書

く
が
、
古
点
本

で
は
、
左
右
い
つ
れ

に
も
書
き
、
か

つ
文
字

の
中

ほ
ど
に
書
く
の
が
普

通
で
あ

っ
た
。

(
一
〇

頁

)

○
後
世
は
、
数
字
は
返

る
必
要

の
あ
る
場
合
し
か
用
ゐ
な

い
が
、
古
点
本

で

は
返
ら
な

い
時
で
も

、
読

み
順
を
過
ま
ら
な

い
た
め
に
書
く
こ
と
が
あ

っ

た

。
し
た
が
っ
て
、
四
三
二

一
と
並
ぶ
は
ず

の
も

の
が
、

=

一三
四
、

一

三

ご
四
、

一
四
二
三
、
四
三

一
ご
な
ど
種

々
な
配
列
を
取
る
こ
と
に
な

っ

た

。

(
=

頁

)

0
後
世
は
、
一
一重
に
返
る
場
合
は
、
小
返
り
は
数
字

で
、
大

返

り

は

上
、

中

、
下

で
示
す
が
、
古
点
本

で
は
、
上
、
中

、
下
を
用

ゐ
ず
、
数
字
を

四

一
一
一
三
と

い
ふ
や
う
に
配
列
し
て
表
は
す
こ
と
が
あ

っ
た
。

(
一
一
頁

)

○
後
世
は
、

一
字
つ

つ
の
場
合
は

レ
を

、

二
字
以
上

の
時
に
数
字
を
用

ゐ
る

が
、
古
点
本

で
は
、
字
数
に
関
係

な
く
数
字
を
用
ゐ
た
。

(
.一
三
頁
)

○
多

く
の
時
間
を

か
け
、
徹
底
的
に
交
意
を
追
究
し
よ
う

と

す

る

場
合
に

は
、
表
記
は
極
め
て
詳
密
と
な
り
、
幾
通
り
も

の
読

み
方
や
解
釈
が
煩
を

厭

は
ず
書
き
記
さ
れ
る
。

(
三

一
頁

)

な
ど
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
松
本
と
甲
本
か
ら
こ
う

い
っ
た
特
色
を
有
す
る

部
分
を
抜
き
出
す
と
、
前

者
に
は
三
八
個
所
、
後
者
に
は
三
七
個
所
あ
り

、
両

者
に
異
同
の
あ
る
個
所
は
次
表

の
如
く

で
あ
る
。



(
第

三
表

)

以
上
に

見
て
来
た
よ
う

に
本
文

の
比
較
検

討
に
よ
り
、
松
本
が
奥
書
そ
の
他

か
ら
見
て
乙
本

、
或
は
そ
れ
に
よ

っ
て
推
定

さ
れ

る
榊
原
本
と
近

い
関
係

に
あ

る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
は
否
定

さ
れ
、
そ
れ
と
は
系
統
を
別

に
す

る

一
本

で
あ

る
こ
と
が
推
定

さ
れ
る

。

終
り
に
こ
の
四
本

か
ら
推
定

で
き
る
千
載
佳
句

の
系
譜
を
組

み
立

て
て

み
よ

う

。

(
但
し
○
印
を
施
し
た
部
分

は
、
そ
ち
ら
が
古
点
本
的
特
徴
を
有
す
る
所

、
又

　
印
を
下
に
付
し
た
返
点
は
文
字

の
中

ほ
ど
に
書

か
れ
て

い
る
こ
と
を
示
す
)

以
上

の
結
果
を
整
理
す

る
と
、
そ
の
数
に
お

い
て
は
、
甲
本
が
九
、
松
本

が

六
欧
、、
前
者
が
ま
さ
っ
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
と
、
甲
本

は

八
掴
所

、
つ
ま
り

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
数
字
を
文
字

の
中
ほ
ど
に
書

く
と

い
う

特
徴

て
あ
る
の
に
対
し

、
松
本
は
幾
通
り
も

の
読

み
方
を
施
し
た
も

の
、

レ
点

の
所
を
数

字
を
用

い
た
も
の
、
読

み
順
を
過
ま
ら
な
い
た

め
に
数
字
を
施
し
た

え

の
、
な
ど
が
あ
り

、
そ
の
意
味

か
ら
す
れ
ば
、
松
本
の
方
が
よ
り
多

く
、
古

点
本
的
特
徴
を
伝
え
て
い
る
と

い
え
る
。

(
但
し
点
線
は
推
定
さ
れ
る
伝
本

)

原
本
、
原
型
、
藤

原
春
範
本

、
後

二
条
院
震
翰
本

ま
て
は

四
‡
共
適
の
奥
書

に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
る
。
後

ご
条
院
震
翰
本
は
六八
呂

一
一
年
(
一
三
〇
〇
年
)
十



ご
月
十

一
日
に
藤
原
春
範
本
を
以

っ
て
校
合
さ
れ
た
本

で

あ

る
。
X

本
、
Y

本、Z
本
は
全
く
の
推
定
本

で
、
X
本
は
後

二
条
院
哀
翰
本
を
そ
の
ま
ゝ
伝
え
て

い
る
と
思
わ
れ
る
も

の
、
つ
ま
り

、
乎

古
止
点
、
返
点
、
声
点
、
送
り
仮
名
、

佼

合
が
施
さ
れ
て

い
る
も

の
、
現
存
‡
の
松
本

に
そ
の
跡
を
と
ゞ
め
て

い
る
と

考

え
ら
れ
る
も
の
て
あ
る
。
Y
本
は
、
現
存
本

の
甲
本
に
そ
の
跡
を
伝
え
て

い

る
と
思

わ
れ
る
も

の
、

つ
ま
り
、
乎

古
止
点

が
途
中
ま

て

あ

り

、
返

点
、
声

点

、
送
り
仮
名
、
校
査
な
ど

の
施
さ
れ
て

い
る
本

で
あ
る

。
次
に
Z
本
は
、
乙

ナ
あ

も
,)と

の
形
を
伝
え
る
本

、
無
点
」冷
で
あ
る
。
榊
原
本
は
乙
本

の
林
春
斎
の

鋲
交

か
ら
推
定
さ
れ
る
牢
て
寛
文

四
年

(
一
六
六
四
年

)
春
四
月
に
写
さ
れ
た

も

の
、

「
寛
文

四
年

二
月
奥
書
本
」
は
松
本
が
転

写
本

で
あ
る
場
合
の
親
本

で

あ
ろ
。
こ
の
寛
文

四
亮
、
昌
月
丼
や
又
そ
の
親

本
が
、
果
し
て
、
何
れ
の
所
蔵
本

て
あ

っ
た
も

の
か
、
し
ば
ら
く
不
明
と
す
る
外
は
な

い
。

平
安
時
代
と
白
氏
交
集
ー

句
題
和
歌

・
千
載
佳
句
研
究
篇
(培
風
館
刊
)

平

安
朝

日
本
漢
交
学
礎
の
研
究

上

(
　

×
明
治
書
院
刊
)

肥
前
島
原
松
平
文
庫

中
村
幸
彦

。
今
井
源
衛

・
鳥
津
忠
夫

「
文
学
」

一

九

六

一
・

一
一

　
こ
,明
じ
。

　
こ
司

じ
。

①

(
　

)

　
こ
畷

じ
。

内
閣
卓
甲
本

で
は

…,臨
」

続

国
訳
漢
交
穴

灰

=

一巻

自
楽
天
詩
集
四

続
国
訳
漢
文
大
成

一
〇
巻

白
楽
天
詩
集
ご

.

六八
坪
併
治

「
訓
点
語

の
研
究
」

(
　

)

　
こ
司
じ
。

乙
本
と
上
本

の
間
に

A
本
と
い
う
推
定
本
を
挿

入
し
た

こ
と

に

つ
い
て

触
れ
る

。
既
に
述

べ
た
よ
う
に
、
川
口
氏
は
上
本
を

乙
本
の
転
写
本
だ
と

さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
若

干
の
検
討
を
要
す

る
。
体
裁

は
と

も

に
二
冊
八
行
本

、
奥
書
が
共

通
、
句
数
も
同
じ

で
あ
る
。
た

ゞ
し

、
乙

本

に
は
奥
書
の
後

に
半
丁
分

の
余
自

が
あ

っ
て
、
七
九
〇
、
七
九

一
、

七

九
こ
の
句

が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、

七
九
〇

聞
有
酒
時
漬
楽
飲

不
圏
身

事
莫
思
量

七
九

一

能
錆
忙
事
成
閑
事
転
得
憂
人
作
楽
人

七
九
一
一

更
憐
家

迎
春
駿

一
磯

醍
醐
待

ノ
一

(
七
九

二
こ
こ
ま

で
し
か
髭
.
か
れ
て

い
な

い
。
以

下
、
待
我
帰

続

く
。
)

白ご
月
五
日
花
下
作

白家
醒

白将
帰

上
本
に
は
こ
の
部
分

は
な
い
。
又
、
と
も
に
声
点

、
乎
古
止
点
が
な
く
、

返
点
は

二
個
所
の
み

で
両
本
共
通
、
九
四
三
の

「
分
」
と

い
う
字
の
欠
字

も
共
通
で
あ
る

。
送
り
仮
名

は
乙
本
で
は

一
六
個
所
、
上
本
に
は
六
個
所

し
か
な
い
が
、
こ
の
六
個
所
は
す

べ
て
乙
本

の

一
六
個
所
の
中
に
含
ま
れ

て
し
ま
う

。
こ
れ
ら
か
ら
判
断
す
れ
は
、
上
本
は
乙
本
か
ら
の
直
接

の
転

写
本
と
考
え
て
も
さ
し

つ
か
え
は
な

い
が
、
し

か
し
、
次

に
述

ぺ
る
よ
う

な
明
瞭
な
相
違
点
か
ら
考
え
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
そ
う
考
え
る
こ
と
に
躇

躇

を
感
ぜ
ぎ
る
を
得
な

い
。

一
、
欠
字
に

つ
い
て

。

乙
本

て
は
本
文
の
欠
字

一
、
詩
題
と
作
者
名

の

欠
字
三
に
対
し
て

、
上
本
で
は
、
本
文
に

六
、
詩
題
と
作
者
名
の
記
載

の



部
分

に
八
個
所

の
欠
字
が
あ
る
。

ご
、
校

合

・
異
同

の
書
き
入
れ
に

つ
い
て

。
乙
本
本
文
に
あ
っ
て
、
上
本

に
な
い
所

二
欄
所
、
詩
題
と
作
者
名

の
所
咳、
は
、

乙
本
に
あ

っ
て
上
本

に

な

い
所

二
個
所
に
対
し
て
、
逆

に
乙
本

に
な
く
て
上
本
に
あ
る
所
が
ご
個

所
あ
る
。
そ
れ
は
九

ご

一
「
張
誇
」
の

「
誇

し
に

「
誇
」
と

あ

る

も

の

と
、
力
五

〇

『
李
潭
」

の

「
潭
」
に

「
埣

イ
」
と
あ
る
も

の
と

で
あ
る
。

三
、
異
字
に

つ
い
て
。

ご
本
間

に
、
④
本
文

で
は

こ
四
個
所

、
①
詩
題

と
作
者
名
に
お

い
て
は

一
〇
個
所

、
■
部
門
別

の
題
で
は
五
個
所
に
異
字

が
あ
る

。
イ
に
お

い
て
は
例

え
ば

、
五
三
、
乙
本

で
は

「
花

」

と

あ

る

所
、
上
本

で
は

「家

」
、
七

一
八
、
乙
木

で

「
酒
」
と
あ
る
所
、
上
本

で
は

『
前

」
、
回

に
お
い
て
は
、
四
六
九
、

乙
本

で
は

「
志
」
と
あ
る
所

、
上

本

て
は

「
意

」
、
九

二
O
、
乙
本

で

「
逸
」
と

あ
る
所
、
上
本
で
は

「
送

」
、
の
で
は
、
乙
本
に

「
境

」
と
あ
る

所
、
上
本

で

「
地
」
と
な
っ
て
い

る
所
な
ど
が
、
そ

の
代
表
的
な
も

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に
細

か
い
と

こ
ろ
で
か
な
り

の
相

違
点
が
見
ら
れ
る
。
こ
う

い
っ
た
違

い
は
、
両
本

が
直
接
の
関
係

に
な
い
こ
と
を
物
語
る
証
拠
で
あ

る
。
以
上

の
相
違

点
か
ら
、
上
本
は
乙
本

の
転
写
本
て
あ
る
と
し
て
も
、

直
接

写
し
た

の
で
は
な
く
、
両
者

の
問

に
少
な
く
と
も

一
本

が
介
在
す
る

と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う

。

付

記

乎
古
止
点
に
関
し
て
は
、
具
体
的
に
点
を
示
す

べ
き
で
あ
る
が
、
印
刷

不
可

能

の
た

め
、
前
述
の
如
き
大
ざ

っ
ぱ
な
記
述
に
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た

。

こ
れ
は
、
五
月

一
九
日
の
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
総
会

に
お
い
て
発

表
し

た
も
の
を
、
春
日
和
男

。
今
井
源
衛
両
先

生
の
御
教
示
を
得

て
稿

に
改

め
た
も

の

で
あ
る
。
な
お

、
P

28

の

上
段

は
本
文
巻
頭

、
下
段
は
巻
末

の
写
真

で
あ

る
。

本
研
究
は
昭
和

三
十
八
年
度

文
部
省
科
学
助
成
金

(
総
合
)
に
よ
る
も

の

の

一
部

で
あ
る
。

紹

介
伊
藤
伊
勢
男
著

『源
氏
物
語
論
考
　

発
想
を
中
心
に
　i

」

本
書
前
半
部

は
、

一
「
源
氏
物
語

の
草
子
.地
を
中
心
と
す

る
物
語

の
方
法
」

一
一
「
源
語

の
作
者

の

『
も
の
の
あ

は
れ
』

の
享
受

と
詠
嘆

的

詩

的

表

現
」
三

「
源
氏
物
語

の
叙
述

と
、
紫
式
部

日
記
冒
頭

の
風
景
描
写
に

つ
い
て
」
の
三
篇

の
論
文
よ
り
成

り
、
後
半
部
は
昭
和
ご
十
八
年
以
降

の
源
氏
物
語

・
紫
式
部

日

記
関
係
文
献
目
録
を
付
載

す
る
。

一
は

、
助
動
詞

「
め
り
」

の
草
子
地
に
お
け
る
使
用
法
を
も
と
に
し
て
、
紫

式
部
は

、
伝
統
的
な
物
語

の
枠
を
打

ち
破

っ
た
も
の
と
す
る
。

ご
は
、
作
者

の

「
も
,の
の
あ
は
れ
」
の
享
受

と
そ
の
表
現
等
に

つ
い
て
述

ぺ
た
も

の
。
三
は
、

源
氏
物
語

の
風
景
描
写
に
現

わ
れ
る

「
唐
突
な
叙
述
」
を
指
摘
し

、
こ

の
叙
述

に
お
け
る
破
綻
こ
そ
作
者

の

「
文
学
的

理
論

の
飛
躍
」
で
あ
り
、
紫
式
部
の
す

ぐ

れ
た
点

で
あ
る
と
論
じ
て

い
る
。

(昭
和

三
十
九
年

一
月
三
十

一
日
、
柳
原

書
店
刊
。

A
5
判

、

一
三
七
頁
)

(
金
原

理
)


